
政策 、

について構成市町として検証し、処理経費の

事

削減に取り組む。
一般

　

・4衛生費・2清掃費

務

・1清掃総務費 生活環

　

境課
・生ごみの適正排

事

出や浅麓エココンポの

　

利用促進について、広

業

報等により周知を図る

　

。

事　業　概　要 施策

循

名

内順位

・一般廃棄物（

新

し尿・生ごみ）の適正

規

処理
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市長公約事

・

項

活
動
指
標

指　標　名

継

単　位 平成31年度 平

続

成32年度 平成33年

・

度

無 生ごみの処理単価

廃

円／ｔ 37,400 3

棄

7,200 37,00

物

0

投
入
指
標

平成31年

環

の

度 平成32年度 平成3

適

3年度

年度別事業費 3

正

24,300 千円 33

処

8,144 千円 338

理

,144 千円
特
定
財
源

及

国・県支出金 0 千円 0

び

千円 0 千円 特　記　事

資

　項

地 　方 　債 0

源

千円 0 千円 0 千円

そ 

化

　の 　他 0 千円 0 千

型

に

円 0 千円

一　般　財　

関

源 324,300 千円

す

338,144 千円 3

る

38,144 千円

情報を「ごみ

事　務

社

・

　事　業　名 新規・継

資

続 一般廃棄物等（ごみ

源

・資源物）の収集運搬

収

業務を実施し、適正排

集

出の徹底や分別・減量

カ

の推進を図る。

目　　

レ

的
収集運搬運営事業 継

ン

続

会計・款・項・目 所

ダ

　　管　　課 平  成

ー

  31  年  度

会

」

  の  目  標

・

等

収集ルート及び収集方

に

法の研究を行い、収集

よ

業務の効率化を図る。

り

一般・4衛生費・2清

市

掃費・2塵芥処理費 生

民

活環境課
・集積所にお

へ

ける不適正排出のごみ

周

について、警告シール

知

を活用し、正しい分別

の

す

を呼び掛ける。

事　業

る

　概　要 施策内順位

・

。

一般廃棄物等（ごみ・

目

資源物）の収集運搬
2
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市長公約事項

活
動

　

指
標

指　標　名 単　位

的

平成31年度 平成32

・

年度 平成33年度

無 収

自

集運搬単価
円／ｔ 15

然

,200 15,000

進

災

14,800

投
入
指
標

害

平成31年度 平成32

に

年度 平成33年度

年度

よ

別事業費 135,00

っ

0 千円 135,915

て

千円 135,915 千

生

円
特
定
財
源

国・県支出

じ

金 0 千円 0 千円 0 千円

る

特　記　事　項

地 　

災

方 　債 0 千円 0 千円

ん

害

0 千円

そ 　の 　他

廃

0 千円 0 千円 0 千円

一

棄

　般　財　源 135,

物

000 千円 135,9

の

15 千円 135,91

迅

5 千円

速、円滑

だ

かつ適正な処理は行政

２ ま

最大の責務であるため

ち

、国の指針や
清掃総務

施

費運営費 継続
県の計画

策

等と整合を図りつつ、

２

その対策を推進する。

－

会計・款・項・目 所　

１

　管　　課 平  成 

ご

 31  年  度 

み

 の  目  標

・「

の

ごみ・資源収集カレン

自

減

ダー」「ごみ・資源分

量

別ガイドブック」「市

化

公式ホームページ」等

と

を活用し、ごみの減量

再

化に
一般・4衛生費・

資

2清掃費・1清掃総務

源

費 生活環境課
関する啓

化

発及び排出基準等の周

を

知を行う。

事　業　概

進

　要 施策内順位 ・小諸

然

め

市衛生自治会へ交付金

ま

を交付し、市民協働に

す

よる地域の環境美化活動（不法投棄監視及び回収・集積所の維持管理

・廃棄物の適正処理及び資源化に関する的確な情報収集と市民への周知 等）を推進する。また、衛生委員研修

環

会を開催し、衛生委員の役割や活動内容について理解を得る。
5/6・災害廃棄物対策の推進 ・災害廃棄物処理計画に関する情報収集や担当職員のスキルアップを行うなど、策定に向けた調査研究に着手する。

市長公約事項

境

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 ごみ・資源収集カレンダーの発行
部 26,300 26,300 26,300

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度 衛生委員研修会の開催数
回 2

を

2 2
年度別事業費 17,415 千円 17,833 千円 17,833 千円

特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 424 千円 424 千円 424 千円

一　般　

守

財　源 16,991 千円 17,409 千円 17,409 千円

事　務　事　業　名 新規・継続

り

一般廃棄物（し尿・生ごみ）を広域で適正に処理する。

目　　的
浅麓環境施設組合運営費分担金 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の  目  標

・施設の安定稼働や運営管理の改善等



政策 、

千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千

事

円 特　記　事　項

地 

　

　方 　債 0 千円 0 千

務

円 0 千円

そ 　の 　

　

他 0 千円 0 千円 0 千円

事

一　般　財　源 10,

　

527 千円 11,10

業

2 千円 11,102 千

　

円

循

名 新規・継続

事　務　事　業　名 新

野

規・継続 クリーンヒル

火

こもろを適正に管理運

附

営する。

目　　的
クリ

廃

ーンヒルこもろ運営事

環

棄

業 継続

会計・款・項・

物

目 所　　管　　課 平 

埋

 成  31  年 

立

 度  の  目  

処

標

・排ガス自主規制値

理

を順守した施設運営を

場

行う。
一般・4衛生費

等

・2清掃費・2塵芥処

を

理費 生活環境課
・クリ

適

ーンヒルこもろで環境

型

正

学習を行う。

事　業　

に

概　要 施策内順位 ・事

管

業系ごみの展開検査を

理

実施し、分別指導を行

す

う。

燃やすごみの焼却

る

及び資源物のリサイク

。

ル処理
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市長公約

目

事項

活
動
指
標

指　標　

　

名 単　位 平成31年度

　

平成32年度 平成33

社

的

年度

無 家庭系燃やすご

塵

みの年間排出量
t 3,

芥

995 3,990 3,

処

985

投
入
指
標

平成3

理

1年度 平成32年度 平

施

成33年度 事業系燃や

設

すごみの年間排出量
t

管

1,991 1,981

理

1,971
年度別事業

事

費 266,886 千円

会

業

266,197 千円 2

継

66,197 千円
特
定

続

財
源

国・県支出金 0 千

会

円 0 千円 0 千円 特　記

計

　事　項

地 　方 　

・

債 0 千円 0 千円 0 千円

款

そ 　の 　他 125

・

,151 千円 108,

項

921 千円 108,9

・

21 千円

一　般　財　

の

目

源 141,735 千円

所

157,276 千円 1

　

57,276 千円

　管　　課 平 

進

 成  31  年 

ん

 度  の  目  

だ

標

・野火附廃棄物埋立

２ ま

処理場の適正な施設管

ち

理を行う。
一般・4衛

施

生費・2清掃費・2塵

策

芥処理費 生活環境課
・

２

エコパークみかげの維

－

持管理を行う。

事　業

１

　概　要 施策内順位

・

ご

一般廃棄物の最終処分

み

及び水処理等の適正処

の

理
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市長公約事項

自

減

活
動
指
標

指　標　名 単

量

　位 平成31年度 平成

化

32年度 平成33年度

と

無 残渣の埋立量
㎥ 0 0

再

0

投
入
指
標

平成31年

資

度 平成32年度 平成3

源

3年度

年度別事業費 4

化

,654 千円 4,86

を

7 千円 4,867 千円

進

特
定
財
源

国・県支出金

然

め

0 千円 0 千円 0 千円 特

ま

　記　事　項

地 　方

す

 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 4,654 千円 4,867 千円 4,867 千円

環

事　務　事　業　名 新規・継続 ・廃棄物減量・再資源化等推進市民会議を開催し、効果的な減量及び再資源化施策について検討協議を行い、

目　

境

　的 施策へ反映させる。
廃棄物減量リサイクル事業 継続

・資源化可能なものをリサイクル処理することにより、燃やすごみ等の処理経費を抑制する。

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  31  年  度  の 

を

 目  標

・ごみ減量アドバイザーによる、ごみの減量方法等の講座を開催する。
一般・4衛生費・2清掃費・2塵芥処理費 生活環境課

・ごみ減量アドバイザーの養成を行う。

事　業　概　要 施策内順位 ・古紙類や古着の経

守

済的・安定的な資源化ルートを研究する。

・効果的な減量、再資源化施策を検討する市民会議の開催 ・食品ロス削減に向けた取組について調査検討する。
6/6・容器包装物等資源物の適正なリサイクル処理

市長公約事項

活

り

動
指
標

指　標　名 単　位 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無 ごみ減量アドバイザーの人数
人 15 15 15

投
入
指
標

平成31年度 平成32年度 平成33年度

年度別事業費 10,527 千円 11,102 千円 11,102



政策 、

平成32年度 平成33

循

年度

年度別事業費 38

環

,105 千円 67,7

型

85 千円 67,785

社

千円
清掃総務費給与費

会

継続
特
定
財
源

国・県支

の

出金 0 千円 0 千円 0 千

進

円

会計・款・項・目 所

ん

　　管　　課 地 　方

だ

 　債 0 千円 0 千円 0

２ ま

千円

そ 　の 　他 0

ち

千円 0 千円 0 千円
一般

施

・4衛生費・2清掃費

策

・1清掃総務費 生活環

２

境課
一　般　財　源 3

－

8,105 千円 67,

１

785 千円 67,78

ご

5 千円

みの

自

減量化と再資源化を進

然

めます

環境を

事　務　

守

事　業　名 新規・継続

り

投
入
指
標

平成31年度
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